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{緒一言]1(11. r青総ホモシステイン濃度(以下、 lHc)'sと記載)
は冠動脈疾患の発症と強く関連することが明らかにされつ

つある。また、 tHc九Sが低下すると、心イベント発生中も
低トすることが報告されている。しかし、体長減量(以下、

減量と記載)が lHc¥'sに与える影響は況とんど報告され'て
いなし、そこで本研究では、 1)減量は tHcysに彰轡をラ-
えるか、 2.)減量方法(食事制i畏 vs.食事制限と運動)
の違いが減量に伴う tHcysの変化に影響を与えるか、につ
いて検討することを β的とした。{ブJ法}墓篤な疾患を有
しない HMI2S-42の肥満男性48名(平均午齢19綾)を被
験者とし、無作為に食事群名)と食事ー十運動詳 (24名)
の2詐に分けた:)1 Rの食事による摂取エネルギ一塁は4群
点数法に某づき、 1680kcal tこ設定したc 食事十運動計:で
は選31mの有酸素性運動(消費エネルギーはj間約200kcal) 
をおこなったっ測定項uは身長と体量、業蔽、ビタミン弘、
812、インスリンー、最大酸素摂耳文章、体組成(1本脂E万平)、
タバコの喫涯に関する質問紙議査などであったc LHc¥'s!ま
HPLC法によって溺定した。{成績]倍人的な理由により、
食事鮮の3名および食事十運動詐2名が減量期間中に脱落し
たため、介入に関する統計処理にはり名分のデータが棋さ

れたの減量:gijの食事群の叶cysii14.2ニ2.5p l1Io1/Lで
あったが、 i威主介入Lドに0.3土2.711 mol/L減少したう食
事十運動計てでは、減量Rirの14.4土S.8 j1. mol/Lから2.3土
5.0μmol/L!こ有意 (p <0.(5) に減少したっ 1f11中葉舷濃

度および 86・B12濃度は2詐とも減量の前後で変化してい

なかったことから、これらがlHcvsの変化に関与している
可詑性は抵t_.~と考えられたの -)J 、体重、体脂肪卒、体脂
肪量、インスリン、設大酸素摂取量の変化量がl.Hcysの変
化量と有志;に相関した口重田部分析により、 lllcysの変化
量はインスリンと最大i喰京版取量の変化量によって全分散

の20.6%を説明できることがわかった日 i出ホモシスティン
血症者(15μrno1iL以トー以下、 Hyperhじys者と記載)
と正常範i選者 (15μmol/し未満)に分けたところ、
Hypの訂作者では減量的の18.3土5.1μmolんから減最後
14.7::l:2.7 Il moJ/Lへと有意 (p <0.01) に減少したのに
対し、iE常者では有意:な変化がみられなかった口さらに、

高ホモシスティン1ilI症者17名を食事群 (9名)と食事+運
動群偽名) (二分けて検討したところ、食事詐では tHcyお
に有意な変化が見られなかったのに士、jし、食事す運動群で

は20.1土7.0μmol/しから13.9土3.0μmo!/Lへと有意
(p <0.01)な低下が見られた。以上をまとめると、 1) 
有様素性運動を作わない減量では tJlcvsに変化はみられず、

2) tHcysの変化は最大酸素摂叡量の変化と存室、に正相関
し、 3) Ilyperhcys 芸・にi)J~定した場合においても、 tHcys 
の託子が見られたのは、有酸素性運動を実施した者であっ

たの{結論}有骸素性運動を伴う体重減量はl:fil清ホモシス
テインの減少に有効であるつ
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